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Abstract 
1t is saicl that the majority of the hyclrocarhons that appear in the proclucts of en日lncCOlll岨
bustion are associatecl with phenomena occurring at the combustion chamber walls， such as自ame
quenching 
1n this experiment， the effect of air-fuel ratio ancl compression ratio on the composition ancl 
formation of the exhaust h}ァclrocarbonsthat samplecl in the cluration of the combustion and 
expansion stroke were investigatecl. Generally， ithas been reportecl that the hydrocarbon con-
centration increasecl with increasing compression ratio of the engine. However， itwas found 
that above results were not consistent with the results obtained within the limits of low com-
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より連続的に変え，採取期間は， クランク角度で 150~ 200 (1 msec ~ 1.28 msec)とした。なお，
これらサンプリングバルブのリフト，採取時期および採取期間は，シンクロスコープによって
監視した。ガス採取量は，燃焼に変化を与えないために， 100サイクルに 11司の割合で抽出し
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それより 200 きざみに膨張行程から 6}~\tlji 抽出時期については，圧縮土タE点を00にとり，
ガスを抽出しそれぞれ，および圧縮行程の初めと終りから，さらに排気付程から 2点，出しp
また，同じ運転条グランク角度で 150(1 msec)にした。なお， ~、ずれもガスの採取期間はラた。
件において排気管から採取した排気カ、ス中の HC濃度および燃料の LHC割合についても図 6
(310) 
に示してある。




















図 6 試料抽出クランク角度と炭化水素および LHCの割合








点火直前のガスは， 新気と残留ガスが充分に混合するため， 非常に大きい濃度を示す。 しか


















図一7は， ガス抽出時期をパラメータにとり， 空燃比が THC濃度に及ぼす影響について
示す。
いずれのガスにおいても，空燃比が， リッチより理論京燃比になるにしたがって， HC 濃
度は減少し，さらにリ{ンになると，また増加する傾向になる。このことは，燃焼に及ぼす各
種の因子の影響を単純化する目的で行なった模型燃焼容器における実験結呆，および理論的に





















dノ;q燃比が 14で濃い場合には， Ir縮比の増加にともなって HC濃度が増加する。 これに対





度については， ]. T. Agnewは， R. Friedmanの求めた消炎距離3)を使用することによって次
式を提唱しため。
!300V 1 S 
舵 (PI'11)-瓦・¥'T:) • 百ïpc)U ・'，sy-'-v- (1) 















(2 ) '" (~ 1 口町 ) PD=ò.~~Tc十一一一一一三一 (l-SO)f





























しかし，空燃比がリ{ンの場合示している。 10 1 
ー→ E
圧縮比と全炭化水素の計算値















945 ガソリ γ機関における HC生成に関する研究
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